令和5年10月25日
令和５年10月　地域密着型サービス運営推進会議　　議事録
報告者：浅間
１．開催日時：令和5年10月25日（水）　9：30～10：15
２．開催場所：松寿園　別館　地域交流スペース
３．参加者：・鹿嶋市介護長寿課　増田様・飯島（地域包括支援ｾﾝﾀｰ）・荒原（居宅介護支援
ｾﾝﾀｰ）・松本（松寿園別館　館長）・坂井（グループホームまつのいえ　管理
者）・小原（特養本館　生活相談員）・浅間（特養本館事務）
欠席者：佐々木様（武井区長）・ご利用者及びそのご家族
※新型コロナウイルス感染予防のため少人数での開催とする。

４．議題
１）・２）運営状況報告及び活動状況報告

①各事業所より報告を行う（別紙配布資料参照）
　≪報告概要≫

イ．特別養護老人ホーム松寿園

　　　　　　　　　　　　　（１）運営状況報告（令和5年10月25日現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・男性平均年齢：85.2歳（前回　84）　女性平均年齢86.9歳（前回　86.9）　　
総平均：86.5歳（前回　86.3）
　　　　　　　　　　　　  ・平均介護度：3.89（前回　3.82）
　　　　　　　　　　　　　　　・入退所の状況
8月31日：多床室入所者（男性）が永眠され退所となる。
9月11日：多床室へ男性が入所される。
10月8日：多床室入所者（女性）が永眠され退所となる。
10月23日：ユニット型個室入所者（女性）が多床室へ転室される。
・職員状況報告（令和5年10月25日現在）
職員実人員：12人（技能実習生１名）　　常勤換算後人数：11.2人
・面会の状況については、現在はアクリル板を使用した対面での面会と、オンラ
インによるご面会を実施。
（２）活動状況報告
≪全体行事≫敬老会、秋祭り　≪ユニット行事≫　文化祭の作品作り
≪新型コロナウィルス感染状況≫

10月にお客様１名が新型コロナウィルス感染が判明し、数日後に入院となる。
他のお客様、職員は検査の結果陰性。陽性のお客様は外出や面会も無く、
感染経路は不明。

ロ．サテライト松寿園　和　

（１）運営状況報告　　（令和5年10月25日現在）
・男性平均年齢83.4歳　女性平均年齢88.2歳　総平均87.4歳
・平均介護度：3.9
・職員状況報告　（令和5年10月25日現在）
職員実人数：17人　　常勤換算後人数：15.9人　　
（２）活動状況報告
・行事について
敬老会、うちわ作り、芋掘り、ピアノ演奏会
・その他
家族を招く行事として秋祭りを企画していたが、新型コロナウイルスとインフル
エンザの流行により開催中止とした。
グループホームの畑でのさつまいも掘りに車椅子の方も一部参加し、見学と
介助者が付いての収穫作業を行った。
ハ．グループホーム　まつのいえ　

（１）運営状況報告（令和5年10月25日現在）
・男性平均年齢：87.2歳　女性平均年齢86.7歳　総平均86.8歳
・平均介護度：2.2
・８月28日：１名の方が入所となる。
・職員状況報告（令和5年10月25日現在）
職員実人数：14人　　常勤換算後人数：11.4人
（２）活動状況報告
・行事について
敬老会、芋掘り、お団子作り
家族との交流の場として秋祭りを予定していたが、新型コロナウイルスとインフ
ルエンザウイルスの流行により、中止になった。
畑の芋掘りは、グループホームのお客様だけでなく、特養のお客様にも手伝
ってもらいながら収穫した。車イスの方は見学に来ていただき、取れたてのお
芋を持ってもらうなどして季節を感じて頂いた。
②質疑
　イ．飯島（地域包括支援ｾﾝﾀｰ）
・コロナ禍で家族の行事への参加が難しくなっている状況で、施設側から家族への
情報提供はどのようにしているか？
　ロ．小原（特養本館　生活相談員）
・広報誌や近況報告を３ヶ月毎の送付や家族へのアンケートを実施し、家族とへの
情報発信や意見交換を行っている。
ハ．松本（松寿園　別館　館長）
・面会時に随時状況を報告したり、2～3ヶ月毎に近況報告を行っている。イベント
を企画するがコロナ感染のリスクを考えてしまう。感染を経験すると躊躇してしまい
実施に至っていない。体調面に関しては、家族との認識のずれが無いように、変化
があれば随時報告している。
ニ．坂井（グループホームまつのいえ　管理者）
・サテライトと同様であるが、写真や映像の活用も今後検討していきたい。

　　　　　　　　　 　　ホ．荒原様（松寿園居宅介護支援センター）
・経済的理由等によりユニットへの申し込みが減少しているか？
　　　　　　　　　　　　ヘ．小原様（本館　生活相談員）
・自己負担が増える傾向にあるが申し込みが減ってはいない。しかし、入所申込の
時に金額的面を説明し、確認をしてもらっている。入所してから金銭的な理由で多
床室へ移動する方もいるが、市街の方の場合は多床室へ入居できないので、他の
施設への申し込みを検討したりしている。今後は多様なケースが増えてくるので、
施設サービスだけでは対応できなくなってくる。
　　ト．飯島（地域包括支援ｾﾝﾀｰ）
・他県から転居してきた高齢者が増えてきている。親族がいない等のケースが多
く、先が見えないで生活を送っている状況である。
　　　　　　　　　　　　チ．小原様（本館　生活相談員）
・そうなると後見人制度の活用ということになってくる。施設としてできる何かを今後
は考えていかないといけないと思う。
　　　　　　　　　　　　その他の質疑は特に無し。　
　　　　　　　　　　　３）助言・要望等、４）その他
　イ．増田様（鹿嶋市役所　介護長寿課）
・鹿嶋市でも在宅医療連携推進事業を進めていかなければと考えている。後見人
制度の研修もその１つであるが、地域の資源を活かせるように、他職種と意見交換
しながら進めていきたい。
　　　　　　　　　　　　ロ．小原様（本館　生活相談員）
・サービスを調整するケアマネージャーの役割が重要になってくるが、以前の職種
が医療系だったり福祉系だったりと様々で視点も異なってくる。福祉系だと医師と
の情報交換がしづらいとの意見もあり、他職種が上手く連携できればと思う。
　ハ．増田様（鹿嶋市役所　介護長寿課）
・情報共有シートをどのように活用するかを神栖市、潮来市と連携し、検討を進め
ている。他職種の意見交換の場を作っていきたいと考えている。
特に質疑は特に無く、10：15閉会となる。
　　　　　　　　　　　　　以上
